
夏休みの天体観察

図１：２０２５年７～８月の月の満ち欠け図１：２０２５年７～８月の月の満ち欠け
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今回は、夏休みに注目の星座や天体をプラネタリウムで見てみまし

ょう。また、観察のポイントなどもお話します。

月の観察はいつすればいい？

月の形や見える時間帯は毎日変わります。今年の満ち欠けの様子

は図１のとおりです。７月２５日が新月ですので、月末から細い三日月

が見え始め、８月１日が上弦の月（半月）、９日（土）が満月です。この

中で、観察しやすい夕方から夜９時ころに見えるのは、三日月から満

月すぎの形の時ですので、７月末から８月１０日ころが観察のチャンス

です。

流れ星見えるかな？
りゅうせい ぐん

毎年８月１３日ころに、ペルセウス座流星群の活動がピークを迎えま

す。流星群は、ある期間だけ流れ星が多く流れる現象で、今年のペル

セウス座流星群のチャンスは８月１２日の夜１０時頃から１３日の明け

方です。空の暗い場所で１時間に３０個程度、明るい場所では１時間
てい ど

に５個程度くらい見えるかもしれません。１２日の前後の夜にもチャンス

がありますので、あわせてチャレンジしてみてください。
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明け方に見える惑星にも注目

今年の夏は、明け方の空にも注目

です。東の空に金星が、南の空には

土星が見えています。そして、８月に

なると木星も加わり、特に８月１１～

１３日の明け方は、金星と木星がすぐ

そばに並んで見えます（図２）。しか

も、何日か続けて観察してみると、二

つの星のならびが少しずつ変わってい

くようすもわかります。また、８月１２日

の夜から１３日の明け方は、月と土星

が並んで光るようすも見えます。
そうちょう

見ごろは早朝３時から４時頃です。ちょっと早起きしてみてはいかが

でしょうか。

観察のための準備をしよう
じゅん び

天体観察を行うときは、しっかりと予定を立てて準備をしましょう。科

学館の『こよみハンドブック』には、観察の方法や、月や星座、天体の

データが書かれていますので、参考にしてください。

かず つぐと（科学館学芸員）

７月２０日（日） ９：４５ ～ １１：３０
◆集 合：研修室（地下１階） ９：３０～９：４５の間に来てください

◆内 容：
９：４５～１０：１０ 朝のお話・ホールに移動

１０：１０～１０：４５ プラネタリウム「夏休みの天体観察」見学
１０：４５～１１：３０ 企画展「極限時空・ブラックホールと重力波」見学
・途中からは入れません。ちこくしないように来てください。

・プラネタリウムは、一般の方と一緒に見学していただきます。ご家族の方も、

観覧券をご購入のうえご覧いただけます（※満席の場合はご覧いただけません）。

※科学館の最新情報は科学館公式ホームページにてご確認ください。

図２：８月１２日の朝４時の東の空。ふ
たご座で光る、向かって右側が金星、
左側が木星。（テラナビゲータ９で作
成）

図２：８月１２日の朝４時の東の空。ふ
たご座で光る、向かって右側が金星、
左側が木星。（テラナビゲータ９で作
成）
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